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学 位 論 文 の 要 旨 
 本論文は、日本の伝統音楽から着想を得た戦後日本の前衛音楽作品、特に 1950 年代と
1960 年代の作品について、その代表的存在である松平頼則と湯浅譲二の作品をとりあげ、
具体的な技法を明らかにすることを目的としている。 


















 本論文は 4 章から構成される。 
 第１章では、戦後（一部戦前）から 1970 年頃までの間に、日本の伝統音楽から着想を
































































































最 終 試 験 結 果 の 要 旨 
本学位申請者は、すでに相当のキャリアのある作曲家として活動している。自身の作曲
方法論探究のため本学に入学した経緯がある。この目的は、上記のように強くリンクした
学位申請論文と学位申請リサイタルにより一つの回答を得たように思う。特に学位申請リ
サイタルの最後の世界初演作品は、日本伝統音楽から着想を得るという本研究成果を応用
し、今後の創作につながる独自の方法論を試みたものであり、これからのこの方向での成
果が期待されるものである。よって総合して本学表現系に相応しい内容になっており、優
秀な成績での合格と判断したものである。 
 
